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§１．研究成果の概要 

 

 光ニューラルネットワークの計算基盤技術の構築に向けて、鈴木グループによる数理モデル研

究、谷田グループによる実装研究、橋本グループによるシステム化研究を並行して進めるととも

に、3 グループ間の連携を進めてきた。特に、量子ドットなどの蛍光素子から構成される FRET ネッ

トワークに関しては、谷田グループによる実験結果を踏まえ、その特性を再現する時空間ダイナミ

クスを持つ数理モデルを鈴木グループが構築して両グループの共著論文を発表し、さらに橋本グ

ループが高速シミュレータを構築した。その他の各グループにおける研究成果の概要は次の通り

である。鈴木グループでは、充足可能性問題の連続時間力学系ソルバの平衡点の不安定化、

Neural ODE を用いた拡張動的モード分解、Hybrid FORCE 学習による時系列予測、結合時間遅

れ系リザバーのメモリ容量評価法、リザバー計算に基づく予測符号化モデルによる視覚・聴覚信号

のマルチモーダル情報処理等に関する研究を進め、その成果は国際会議等で発表した。谷田グ

ループでは、FRET デバイスの時空間ダイナミクスを基にしたニューラルネットワークの試作を行

い、提案するニューラルネットワークが示すべき特質について実証と検証を行ったほか、反復関数

系を利用したリザバーコンピューティングの検討・実装を進めた。橋本グループでは、セル・オート

マトンをリザバーとする推論手法の軽量 FPGA 実装に関する研究成果を国際会議（ISCAS2020）で

発表したほか、さらにリザバーと深層学習の融合の検討を進めた。 

 

 

§２．研究実施体制 

 

（１）鈴木グループ 

① 研究代表者：鈴木 秀幸 （大阪大学大学院情報科学研究科、教授） 

② 研究項目 

・ニューラルネットワークの光実装数理モデル研究 

・ニューラルネットワークの計算原理の数理モデル研究 

 

（2）谷田グループ 

① 主たる共同研究者：谷田 純 （大阪大学大学院情報科学研究科、教授） 

② 研究項目 

・ニューラルネットワークの光実装基礎技術研究 

 

（3）橋本グループ 

① 主たる共同研究者：橋本 昌宜 （大阪大学大学院情報科学研究科、教授） 

② 研究項目 

・光ニューラルネットワークのシステム機能の研究 
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